
第29回 北海道内視鏡外科研究会の御案内 （第一報）

第29回 当番世話人
北海道がんセンター 前田好章

代表世話人
北海道大学呼吸器外科 加藤達哉

2024年の会は、DrだけでなくNs、MEさんからも多数の発表をしていただきたく、下記の

ようなプログラムを予定しています. 手術室に勤務する皆様、ぜひ業務をさらにUp grade
するために、手術準備・業務の工夫・問題点の報告をお願いします.
もちろん、一般演題や症例報告も例年通り募集させていただきます.
演題募集は2024年3月‐4月上旬を予定しています

2024年5月

2024年5月18日（土曜日）

北大医学部フラテホール

シンポジウム

各病院におけるロボット手術の現況・手術手技
各領域・各施設でのロボット手術の現況や標準手術手技、苦労（!?）などを御紹介ください

内視鏡手術による高難度症例への挑戦・・・・
消化管、肝胆膵、呼吸器、泌尿器、婦人科それぞれの分野での高難度手術、困難症例で
の成績、症例ビデオなどを御発表ください 

要望演題

内視鏡手術における看護師の業務改善・工夫
例） 体位設定の工夫による改善（or失敗）、入れ替え時間の短縮への取り組み、臨時
手術への対応の工夫、などなどなんでもOKです

手術室におけるMEの業務
例） MEの手術室での役割・業務量の現況or変化、スコピストとしてのトレーニングor実
践、などなどなんでもOKです

若手・中堅医師による腹腔鏡下右半結腸切除のビデオセッション
内側Ap、Inferior Ap、頭側Ap、ロボットなど現在の右半結腸切除は施設により様々です.
各施設・術者のVideoを鑑賞しながら、右半結腸切除についてdiscussionしましょう.

一般演題・症例報告 各領域（消化器、呼吸器、泌尿器、婦人科、Ns、ME）
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